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挨
　
拶

武
塚
同
窓
会
会
長

竹
中
実
智
裕
（
２
回
生
）

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
、
ま
だ
ま
だ
見
通
せ
な
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か
引
き
続
き
、

体
調
管
理
に
は
十
分
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
我
ら
が
母
校
で
あ
る
三
木
東
高
校
も
、
令
和
6
年
度
に
は
創
立
50

周
年
、
総
合
学
科
改
編
20
周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
向
け

て
、
令
和
5
年
度
に
は
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
準
備
を
始
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
本
校
は
こ
れ
ま
で
も
、
学
校
（
生
徒
・
教
職
員
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

校
友
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
会
）、
武
塚
同
窓
会
の
4
者
が
一
体
と
な
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
創
立
50
周
年
を
控
え
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
4
者
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
力
を
合
わ
せ
て
記
念
に
残
る
事
業
を

計
画
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
式
典
と
い
う
と
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
も

あ
り
ま
す
が
、
厳
粛
な
中
に
も
、
生
徒
を
中
心
に
し
た
催
し
の
実
施
な
ど
も

考
え
て
お
り
ま
す
。
式
典
の
企
画
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
皆
様
の
お
知
恵
を
結
集

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ビ
キ
タ
）を
利
用
し
て
ご
意
見
・

ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
の
創
立
50
周
年
記
念
事
業
は
、
三
木
東
高
校
と
し
て
は
最
後

の
周
年
行
事
に
な
り
ま
す
。

　

既
に
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
昨
年
11
月
に
新
聞
・
ニ
ュ
ー

ス
等
で
報
道
さ
れ
た
と
お
り
、
令
和
7
年
度
よ
り
、
三
木
東
、
三
木
北
、
吉

川
の
三
木
市
内
3
校
が
統
合
さ
れ
、
母
校
の
校
舎
・
施
設
を
用
い
る
形
で
、

新
し
い
学
校
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
統
合
を
受
け
て
、

武
塚
同
窓
会
も
他
の
2
校
の
同
窓
会
と
協
議
し
な
が
ら
、
今
後
の
あ
り
方
や

組
織
の
立
ち
上
げ
、
運
営
等
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
寂
し
い
気
持
ち
は
残
り
ま
す
が
、
3
校
の
伝
統
や
良
い
と
こ

ろ
を
持
ち
寄
り
、
更
に
す
ば
ら
し
い
高
校
へ
進
化
を
遂
げ
て
く
れ
る
も
の
と
、

前
向
き
に
と
ら
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
三
木
東
」
の
名
前
は
消
え
ま
す
が
、
私
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史

は
残
り
ま
す
。

　

校
劃
で
あ
る
「
自
治
・
協
同
・
敬
愛
」
の
精
神
が
、
新
し
い
学
校
に
引
き

継
が
れ
る
こ
と
を
強
く
願
い
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

創立50周年 令和６年11月９日㈯

祝 創立50周年
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武
塚
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
本
校
の
教
育
活
動

に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
私
は
、
昨
年
４
月
に
第
18
代
校
長
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
児
島
と
申
し
ま
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
国
内
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感

染
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
既
に
３
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し

た
。
当
初
は
未
知
な
る
ウ
イ
ル
ス
へ
の
脅
威
か
ら
、
学
校

現
場
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
課
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
行
動
制
限
の
解
除
等
も
あ
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
教
育

活
動
を
予
定
通
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
４

月
の
入
学
式
に
始
ま
り
、
武
塚
祭
文
化
の
部
、
同
体
育
の

部
、
２
年
次
修
学
旅
行
な
ど
、
主
た
る
学
校
行
事
も
順
調

に
執
り
行
わ
れ
る
な
ど
、
本
来
の
学
校
生
活
が
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
令
和
６
年
と
な
る
来
年
、
創
立
50
周
年
を
迎
え

る
本
校
に
と
っ
て
、
今
年
度
は
非
常
に
大
き
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
既
に
皆
様
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
本
校
と

三
木
北
高
校
、
吉
川
高
校
の
３
校
が
、
令
和
７
年
度
に
発

展
的
統
合
さ
れ
、
新
し
い
高
校
に
な
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
各
校
で
学
年
ク
ラ
ス
数
が

減
少
に
転
じ
る
中
、
生
徒
の
学
び
の
多
様
性
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
統
合
に
よ
っ
て
適
正
な
学
校
規
模
と
す
る
の

は
や
む
を
得
な
い
措
置
か
と
も
思
い
ま
す
が
、
同
窓
会
の

皆
様
に
と
っ
て
は
、
お
一
人
お
一
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

が
お
あ
り
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
令
和
７
年
度
に
創
立
さ

れ
る
新
し
い
高
校
に
つ
い
て
は
、
本
校
の
校
舎
・
施
設
を

使
用
す
る
こ
と
、
総
合
学
科
と
す
る
こ
と
、
な
ど
の
方
向

で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
名
や
教
育
課
程

な
ど
具
体
的
な
こ
と
は
、
４
月
か
ら
の
新
年
度
以
降
に
協

議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
本

校
創
成
期
よ
り
皆
様
の
手
に
よ
っ
て
築
か
れ
、
50
年
も
の

間
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
三
木
東
高
校
の
文
化
や
伝

統
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
を
よ
り
発
展
さ
せ
た
形
で
新

し
い
高
校
に
つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
、
私
も
微
力
を
尽
く

す
所
存
で
す
。
ご
支
援
を
賜
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　

つ
い
先
日
に
は
、
本
校
に
県
下
の
総
合
学
科
高
校
15
校

が
集
い
、
1
年
間
の
集
大
成
で
あ
る
研
究
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
新
聞
に
も
大
き
く
採
り
上
げ
ら

れ
、
ホ
ス
ト
校
と
し
て
大
会
運
営
に
携
わ
り
、
見
事
成
功

に
導
い
た
多
く
の
生
徒
た
ち
（
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
）
の

励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
様
々
な
体
験
を
経

て
、
変
化
の
激
し
い
時
代
を
し
な
や
か
に
生
き
抜
く
力
の

獲
得
を
め
ざ
し
、
こ
れ
か
ら
も
三
木
東
高
校
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
核
と
し
た
教
育
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
引

き
続
き
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新
た
な
変
化
を
前
に

校
長　

児
島　

義
人

Miki  Higashi  High  School  news 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

「
邦
楽
」

課題研究発表 健康福祉科目群介護実習

課
題
研
究
発
表

総
合
学
科
発
表
会
よ
り
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前
顧
問　

小
髙　

正
宏
（
旧
職
員
）

佐
野
　
隆 

先
生
を
偲
ん
で

＊
佐
野
　
隆 

先
生

　

令
和
４
年
12
月
30
日　

ご
逝
去

　

先
生
は
平
成
元
年
４
月
に
ご
着
任
、

２
年
に
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
を

創
部
さ
れ
、
以
来
、
ご
退
職
に
な
る
16

年
ま
で
に
斉
藤
和
巳
（
三
木
東
高
校
最

初
の
日
本
一
）
選
手
を
は
じ
め
多
く
の

選
手
を
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

＊
藤
原
　
正
明 

元
校
長
先
生

令
和
５
年
１
月
２
日　

ご
逝
去

　

先
生
は
昭
和
60
年

か
ら
３
年
間
、
本
校

第
５
代
校
長
と
し
て
、

生
徒
急
増
期
の
学
校

運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29

年
に
は
、
教
育
の
振
興
と
発
展
に
尽
く

さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
叙
勲
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
ご
退
職
後
は
、『
時
過
ぎ

る
』
な
ど
、
趣
味
の
「
川
柳
」
の
本
を

何
冊
も
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

昨
年
12
月
30
日
、
旧
職
員　

佐
野　

隆
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年

80
歳
）。

　

私
た
ち
関
係
者
一
同
は
、
突
然
の
訃

報
に
、
い
ま
だ
に
驚
き
と
深
い
悲
し
み

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

先
生
は
、
こ
れ
ま
で
に
勤
務
さ
れ
た

す
べ
て
の
学
校
に
お
い
て
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
部
を
創
部
し
、
選
手
の
育

成
・
競
技
力
の
向
上
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
勤
務
さ
れ
た
三
木
東
高
校
で

は
、
１
９
９
６
（
平
８
）
年
、
日
本
で

唯
一
の
屋
外
練
習
場
『
バ
ー
ニ
ン
グ
ス

テ
ー
ジ
』
を
中
心
と
な
り
創
設
し
、
夏

は
い
っ
ぱ
い
の
太
陽
を
浴
び
、
冬
は
冷

た
い
風
と
の
戦
い
と
い
う
厳
し
い
環
境

の
中
、
心
身
と
も
に
鍛
え
ら
れ
た
優
秀

な
選
手
の
育
成
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
に
こ
の
バ
ー
ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
か

ら
、
２
０
２
１
（
令
３
）
年
、
山
本
俊

樹
選
手
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

に
出
場
し
た
こ
と
は
皆
様
も
ご
存
じ
の

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
、
威
風
堂
々
と
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
競
技
に
携
わ
り
、
決
し
て
妥
協
し

な
い
自
分
の
生
き
ざ
ま
に
悔
い
の
な
い

納
得
し
た
人
生
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

選
手
は
夢
を
持
ち
続
け
諦
め
ず
努
力

し
、
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る
人
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

　

ま
た
実
力
が
あ
り
有
名
に
な
っ
て
も

決
し
て
威
張
ら
ず
、
優
し
く
、
自
分
の

生
き
方
や
哲
学
を
し
っ
か
り
持
っ
た
魅

力
的
な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
指
導
さ

訃
　
報

れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
明
石
北
高
校
で
先
生
と
出
会

い
、
１
９
８
４
（
昭
59
）
年
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
出
場
し

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
先
生
の
ご
指
導
の

お
陰
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3 Taketsuka



学　校　名 人数

修成建設専門学校 1

トヨタ神戸自動車大学校 1

日本工学院北海道専門学校 1

日本航空大学校 1

大阪情報コンピューター専門学校 1

大原保育スポーツ医療専門学校 1

大原簿記専門学校神戸校 4

神戸電子専門学校 6

神戸元町医療秘書専門学校 1

大阪観光専門学校 1

駿台観光＆外語ビジネス専門学校 1

関西総合リハビリテーション専門学校 1

神戸医療福祉専門学校中央校 2

神戸医療福祉専門学校三田校 1

神戸総合医療専門学校 5

神戸リハビリテーション福祉専門学校 1

はくほう会医療専門学校明石校 1

平成医療学園専門学校 1

新大阪歯科衛生士専門学校 1

学　校　名 人数

兵庫徳誠会歯科衛生士学校 3

大阪府病院協会看護専門学校 1

神戸元町こども専門学校 1

神戸国際調理製菓専門学校 2

辻製菓専門学校 1

日本栄養専門学校 1

日本調理製菓専門学校 1

岡山ビューティモード 1

グラムール美容専門学校 1

神戸ベルェベル美容専門学校 1

神戸理容美容専門学校 7

ヴィーナスアカデミー 1

大阪ウェディングアンドブライダル専門学校 1

上田安子服飾専門学校 2

大阪デザイナー専門学校 1

倉敷ファッションカレッジ 1

神戸ファッション専門学校 3

大阪アミューズメントメディア専門学校 1

大阪リゾート＆スポーツ専門学校 2

学　校　名 人数

関西健康科学専門学校 1

HAL大阪 1

代々木アニメーション学院なんば校 1

大阪ECO動物海洋専門学校 1

神戸動植物環境専門学校 5

神戸ブレーメン動物専門学校 1

学　校　名 人数

大手前大 7

関西国際大 3

関西福祉大 2

甲子園大 2

神戸学院大 26

神戸芸術工科大 2

神戸国際大 3

神戸松蔭女子学院大学 3

神戸女子大 4

神戸常盤大 2

学　校　名 人数

園田学園女子大 1

姫路大 1

姫路獨協大 3

兵庫医科大 2

兵庫大 1

武庫川女子大 3

流通科学大 10

大阪経済大 2

大阪工業大 1

大阪産業大 4

学　校　名 人数

大阪商業大 2

摂南大 1

京都外大 1

京都産業大 6

京都女子大 1

天理大 1

早稲田大 1

金沢工業大 1

広島工業大 １

【大　　学】 計　97 計　12【短期大学】

【専門学校】

学　校　名 人数

大阪芸術大短期大学部 1

関西外国語大短期大学部 1

関西学院聖和短期大 1

神戸女子短期大 3

神戸教育短期大 1 3

産業技術短期大 1 1

兵庫大短期大学部 3

武庫川女子大短期大学部 1

計　74

学　校　名 人数

四 年 制 大 学 69

短 期 大 学 12

専 門 学 校 73

就 　 職 31

そ の 他 11

合 　 計 196

47回生　進路状況

進 路 状 況 （令和3年度）
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運　動　部 男 女
男子ソフトテニス 10 0
女子ソフトテニス 0 13
男子バスケットボール 11 6
女子バスケットボール 0 6
男子バレーボール 12 4
女子バレーボール 0 20
男子バドミントン 10 0
女子バドミントン 0 20
水泳 1 5
硬式野球 10 6
サッカー 20 1
卓球 3 5
陸上競技 3 5
剣道 4 2
ソフトボール同好会 0 1
ウエイトリフティング 5 7
なぎなた 0 3
男子テニス 2 0
女子テニス 2 0
計 93 104
運動部男女計 197

部活動入部状況
� （2023年１月３年次除く）

文　化　部 男 女
吹奏楽 0 6
家庭科 0 10
放送 0 6
美術 4 12
書道 1 3
華道 0 4
茶道 0 4
文芸 1 4
情報科学 10 6
アコースティックギター 3 16
演劇 6 11
理科同好会 2 2
ボランティア同好会 10 12
計 37 96
文化部男女計 133

部活動入部状況
� （2023年１月３年次除く）

　年度当初から多くの生徒が部活動に所属し、活動に励ん
でいる。本校では多様な種目で活動しており、新しいこと
に挑戦しやすいことが魅力の一つである。また、広いグラ
ウンドや多様な運動施設など、恵まれた環境で活動できる
のも好評である。

　活動においては、部活動の垣根を越えて合同練習を実施
しているところも見られ、親交を深めると共に能力向上に
努めた。
　今後とも「全員が一丸となって、三木東高校を盛り上げ
る！」をモットーに部員たちが活躍することを期待している。

　文化部の活動は、昨年に引き続き比較的コロナ前に近い
程度で行うことができた。美術部は、兵庫県高等学校総
合文化祭において近畿高等学校総合文化祭および全国高
等学校総合文化祭への出場を勝ち取った。
　【校内での活動】文化部発表会においては、各部が日々
の活動の成果を発表。普段の学校生活の中では、放送部

の昼休みの放送やあるいはアコースティックギター部のミニ
ライブ、茶道部のお茶会などが校内を和やかなものにして
くれボランティア同好会が校内外における募金活動や祭・
イベント行事のお手伝いなどを通して三木市を中心とした
地域創生に貢献。

【ウエイトリフティング部】
「耐えて勝つ」を部訓とし活動している。女子部員が沢山入部し、
とても活気があり、毎日頑張って練習に取り組んでいる。
◦全国高等学校総体　8月5日（於　愛媛県新居浜市）
　杉能　舞夏　3年　女子　135kg　3位
【剣道部】
今年度は団体と個人で県大会に出場することができた。今後
も更なる成長を目指して「切磋琢磨」を部訓に日々稽古してい
きたい。
◦第66回兵庫県高等学校総合体育大会
　女子団体戦　出場
　女子個人戦　寺口ひかる　出場
◦第69回兵庫県高等学校新人剣道大会　出場
　女子個人戦　須藤菜千帆　出場
【サッカー部】
2022年度東播リーグ（2部）では、前半戦で苦戦を強いられ
たが最終的に8位で終え、2部に残留することができた。来
季は1部昇格を目指す。
【水泳部】
日々の練習成果によって、各自の自己タイムが更新され、本
年度も近畿大会へ出場することができた。
【男子ソフトテニス部】
県大会・近畿大会出場を目標に意欲的に活動している。週
末には、三木市内のクラブチームで活躍中のOBの方々にも
直接指導を受け、市民大会などにも積極的に参加している。
【女子ソフトテニス部】
県大会での勝利を目標に意欲的に活動している。OBの方々
の指導のおかげもあり、着実に上達している。
【卓球部】
現在部員10名で元気に活動している。
【男子テニス部】
「テニス技術の向上と内面的成長」を目標に練習に励んでいる。

【女子テニス部】
「テニス技術の向上と内面的成長」を目標に練習に励んで
いる。
【なぎなた部】
女子5名で日々の活動に励んだ。少人数ではあるが、基本を
大切に練習に励んだ。
【男子バスケットボール部】
今年度の県総体ではベスト32まで進出。
【女子バスケットボール部】
県大会出場を目標に少ない人数ながら、真剣にバスケットと
向き合っている。
【バドミントン部】
バドミントンの技術だけでなくあいさつや返事、気遣いな
ど人として成長することを大切にし、日々練習に取り組ん
でいる。
【男子バレーボール部】
技術だけでなく、精神的な部分や人としても成長できるよう
日々練習に取り組んでいる。
【女子バレーボール部】
3部昇格、県大会出場を目標に活動している。
【陸上競技部】
高校生らしく人として成長していく事と、近畿・全国大会に
出場する事を目標に、日々練習に励んでいる。
【野球部】
社会に出ても通用する人間性を身につけることを念頭に、“地
域から愛されるチーム” を目標に活動。
【ソフトボール同好会】
合同チームで新人戦に参加、東播淡路予選で1回戦勝利し、
敗者復活まで頑張った。

【華道部】
西本恵理子甫先生のご指導のもと、花との対話を楽しみなが
ら嵯峨御流のお稽古に励んでいます。
【吹奏楽部】
演奏会に向けて日々練習に取り組んでいる。
【茶道部】
外部講師の出井美由紀先生のご指導のもと、週に2回、裏千
家茶道のお稽古に励んでいる。
【放送部】
▪校内活動／毎日の昼休みにリクエスト曲を中心とした校内放
送『武塚祭』文化の部／司会を担当し、舞台発表。
体育の部／競技進行のためのアナウンス原稿の作成や機材の
準備、競技進行のアナウンスやBGMなど。
▪校外活動／ NHK杯全国高校放送コンテスト、総合文化祭、
地区別の放送フェスティバル、「春中・高ゴルフ」「皇后杯全日
本女子サッカー選手権大会」でのアナウンス。
【家庭科部】
武塚祭文化の部でカップケーキの販売。
【書道部】
創作活動に取り組み、武塚祭文化の部、総合学科発表会な
ど学内での作品展示、兵庫県高等学校総合文化祭書道展へ
の出品。

【情報科学部】
ゲームなどのアプリケーションの開発、CG 作品の制作。
【文芸部】
雑誌『Amore！』の発行。今後の目標は、兵庫県総合文化
祭文芸部門入賞。
【アコースティックギター部】
月曜日から金曜日、アコースティックギターの技術を磨きなが
ら、弾き語りの練習なども行っている。
【演劇部】
「個性を大切に」を目標に仲良く劇を創り上げている。
【美術部】
部員の自主的な作品制作を尊重したスタイル。例年一番の目
標とする兵庫県高等学校総合文化祭美術工芸部門では来年
度全国高等学校総合文化祭へ絵画・デザインの2点が、来年
度近畿高等学校総合文化祭へは工芸1点がそれぞれ県代表
選抜されたほか工芸の1点が優秀賞を受賞することができた。
【理科同好会】
自分たちで実験内容を相談し、材料や実験方法を本やインター
ネットで調べ、化学教室を利用して実験や観察を行っている。
【ボランティア同好会】
校内外における募金活動や三木市を中心に地域創生を目的
とした祭・イベント行事のお手伝い。

令和４年度　運動部総括　

令和４年度　文化部総括　

部活動の合言葉は…今日一日の努力!

部 活 動 大 活 躍 （令和４年度）
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冬
季
休
業
中
は
12
月
26
日
か

ら
1
月
6
日
ま
で
練
習
を
し
ま

し
た
。

　

26
日
に
は
今
度
近
畿
大
会
に

出
場
す
る
5
名
の
う
ち
の
2
人

が
Ｆ
Ｍ
み
っ
き
ぃ
に
ラ
イ
ブ
出

演
を
し
ま
し
た
。
2
人
と
も
試

合
よ
り
も
緊
張
す
る
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
神
戸
新
聞

の
方
も
1
月
に
あ
る
近
畿
大
会

の
取
材
に
来
て
く
れ
、
激
励
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
12
月

30
日
か
ら
１
月
2
日
ま
で
は
自

由
参
加
と
い
う
形
式
で
し
た
が

た
く
さ
ん
の
部
員
が
練
習
し
に

き
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
卒

業
生
も
練
習
に
来
て
く
れ
た
り

差
し
入
れ
を
く
れ
た
り
と
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

例
年
、
年
内
練
習
最
終
日
に

は
う
ど
ん
を
食
べ
に
行
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
今
年
は
み
ん
な

で
鍋
を
食
べ
ま
し
た
。
感
染
対

策
の
た
め
、
鍋
を
囲
み
な
が
ら

食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
楽
し
い
時
間
に
な
り

ま
し
た
。

　

部
訓
の
「
耐
え
て
勝
つ
」
食

事
で
は
「
食
べ
て
勝
つ
」
を
大

事
に
し
な
が
ら
今
年
も
部
員
と

共
に
成
長
し
て
行
き
ま
す
。

　

三
木
東
高
校
野
球
部
で
す
。

今
年
の
チ
ー
ム
は
高
校
か
ら
野

球
を
始
め
た
選
手
も
多
い
な
が

ら
も
、
１
球
１
球
を
大
切
に
す

る
„
姿
勢
“
を
大
切
に
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
に

引
き
続
き
今
年
も
、
身
体
を
大

き
く
す
る
た
め
に
補
食
を
行
っ

て
い
ま
す
。
22
回
生　

野
球
部

О
B　

近
藤
悟 

様　

藤
田
高

弘 

様　

を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
方
か
ら
寄
付
し
て
頂
い
た

お
米
で
、
練
習
中
に
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
お
に
ぎ
り
を
作
り
、

選
手
が
食
べ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
一
冬
で
6
㎏
増
量
に
成

功
し
た
選
手
も
い
ま
す
。

　

結
果
を
残
す
こ
と
が
恩
返
し

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

「
強
く
て
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム

づ
く
り
」
を
目
標
に
今
後
も
精

進
し
て
参
り
ま
す
。
是
非
、
球

場
に
足
を
運
ん
で
頂
き
、
応
援

し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

部 活 動 大 活 躍 （令和４年度）

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
の
お
正
月

監
督
　
　
金
坂
　
尚
斗

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

野
球
部
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美
術
科
の
、
井
上　

直
先
生
（
平
成
元
年
～

平
成
３
年
）
の
作
品
「
と
も
だ
ち
」
を
白
井

先
生
（
昭
和
58
年
～
平
成
８
年
）
の
ご
厚
意

で
同
窓
会
が
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
庭
で
、
生
徒
た
ち
を
温
か
い
ま
な
ざ
し

で
見
つ
め
て
い
ま
す
。

美
術
品
の
贈
呈

アルビーオン 兵庫県三木市の自動車さんカーリース

短期契約【兵庫・神戸 GPカーリース】
GPカーリース全国対応！ 格安中古車カーリース

☎090-5672-5034
自動車リース

（１日500円×30日+消費税）

新
し
い

１日
あたり

arubion-motor.com

今、変わってきています。

車の利用法！車の利用法！

三木市の
自動車屋アルビーオン

500円500円～

1972年兵庫県生まれ。93年富山ガラス造形研究所造形科卒業。94年研究科修了。94-97年富山ガラ
ス工房勤務。97年に富山ガラス個人工房群にTaizo Glass Studioを設立。2005年に富山市東岩瀬
の森家土蔵群の一角を改修し移転。精緻なレース文様が紡ぎ出す瀟洒なうつわ、幾重にもなるガラスの
層が織りなす色彩のコントラスト、ガラス装飾を閉じ込めた艶やかな小宇宙…、展開する繊細なガラス
の世界は、そのひたむきさと、緻密に重ねられた工程に裏付けされる。「食」の世界からの求めも多く、
高級料理店からうつわの依頼も絶えない。富山ガラス造形研究所第１期生。

2023年６月28日～７月４日
阪急うめだ本店　美術画廊

16回生

安田 泰三 ガラス展
安田 泰三 氏

プロフィール
1972　神戸市生まれ
1991　兵庫県立三木東高校卒業
1993　富山ガラス造形研究所造形科
	 第１期卒
1994　同　研究科第１期卒
1994～1997　富山ガラス工房勤務
1997～　Taizo Glass Ｓtudio設立
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竹
内
　
洋
子
（
5
回
生
）

　

今
の
私
は
、
英
語
教
室
を
主
催
し
て
約

50
人
の
指
導
す
る
傍
ら
、
大
阪
府
立
高
校

の
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
海
外
か
ら
の
留

学
生
に
、
日
本
語
の
指
導
を
し
て
い
る
。

言
語
を
教
え
る
と
い
う
事
の
み
な
ら
ず
、

生
徒
た
ち
の
心
身
の
成
長
を
観
察
し
な
が

ら
楽
し
ん
で
学
べ
る
授
業
を
展
開
し
て
行

く
事
は
、
私
の
生
き
甲
斐
で
も
あ
る
。
幼

稚
園
か
ら
反
抗
期
の
中
学
生
に
な
る
ま
で
、

人
生
の
大
き
な
一
部
分
に
関
わ
れ
る
幸
せ

を
感
じ
て
い
る
。

　

現
在
の
子
ど
も
た
ち
は
、
何
人
の
大
人
に

本
気
で
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
。
正

面
か
ら
向
き
合
っ
て
叱
咤
激
励
し
て
も
ら
え

る
チ
ャ
ン
ス
は
、
そ
う
多
く
は
な
い
。
互
い

に
ひ
と
り
の
尊
い
人
間
と
し
て
、
ご
ま
か
す

事
な
く
目
標
に
向
か
っ
て
行
く
。
そ
ん
な
英

語
教
室
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
25
年
間
や
っ

て
来
た
。

　

実
は
私
は
三
木
東
高
校
を
卒
業
し
て
、
銀

行
勤
務
の
後
、
結
婚
し
て
出
産
。
な
ん
の
取

り
柄
も
な
い
私
だ
っ
た
け
れ
ど
、
高
校
当
時

に
生
徒
会
で
培
っ
た
『
対
話
す
る
力
』
だ
け

は
あ
っ
た
。
先
生
方
と
交
渉
を
す
る
事
で
、

言
葉
の
力
と
、
そ
の
奥
に
あ
る
、
人
を
信
頼

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
高
校
時
代
に
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
当

時
の
先
生
方
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
私
達
生
徒
を
、
子
ど

も
扱
い
せ
ず
、
尊
い
人
間
と
し
て
成
長
を
見

守
っ
て
頂
い
た
事
。
そ
の
経
験
が
今
の
私
の

土
台
と
な
っ
て
い
る
事
。
こ
の
御
恩
を
次
世

代
に
繋
い
で
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

森
本
　
和
明
（
6
回
生
）

　

卒
業
し
て
42
年
が
経
ち
60
歳
に
な
り
ま
す
。

　

今
般
の
三
木
東
高
校
の
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
部
を
始
め
運
動
部
、
文
化
部
の

ご
活
躍
は
設
立
間
も
な
い
在
校
時
か
ら
は

想
像
す
ら
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ

こ
ま
で
来
る
過
程
に
は
沢
山
の
先
生
方
の

ご
指
導
、
時
々
の
在
校
生
の
皆
様
の
努
力

と
苦
労
の
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
『
今
の
私
』
で
す
が
卒
業
後
す
ぐ
に

就
職
、
現
在
転
職
３
社
目
の
営
業
会
社
に
30

年
勤
務
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
勤
務
先
は
神

戸
市
で
す
が
、
三
木
に
住
み
、
三
木
の
祭
り

に
携
わ
り
、
わ
が
母
校
の
横
を
た
ま
に
は
通

り
懐
か
し
く
思
う
日
々
で
す
。
又
、
毎
週
日

曜
日
は
神
戸
電
鉄
恵
比
須
駅
前
で
恵
比
須
日

曜
朝
市
を
15
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
地
産
地
消
を
促
進
！
み
き

の
野
菜
市 

三
木
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（m
iki.

lg.jp

）
地
元
を
愛
す
る
１
人
で
す
。
ギ
リ

ギ
リ
の
卒
業
で
し
た
が
、
我
が
母
校
を
心
底

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
多
感
な
高
校
時
代

の
先
生
方
の
教
え
が
今
ま
で
の
人
生
に
少
な

か
ら
ず
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
師
に
感
謝
す

る
と
同
時
に
長
年
に
渡
り
武
塚
同
窓
会
を
支

え
て
下
さ
い
ま
す
竹
中
会
長
は
じ
め
役
員
の

方
々
に
敬
意
を
表
し
、
末
筆
な
が
ら
皆
様
の

今
後
益
々
の
発
展
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

塩
賀
　
芳
則
（
13
回
生
）

　

部
活
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ば
か
り
一

生
懸
命
や
っ
て
い

た
か
な
～
っ
て
思

う
高
校
3
年
間
。

昭
和
62
年
に
卒
業
し
て
か
ら
も
う
36
年
。

高
校
卒
業
後
は
大
学
へ
進
学
、
高
校
の
バ

レ
ー
部
の
先
輩
と
後
輩
達
と
全
国
大
会
目

指
し
て
、
９
人
制
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
を
結
成
。
現
在
は
人
の
入
れ
替
わ
り
が

あ
り
、
結
成
時
の
メ
ン
バ
ー
は
私
一
人
と

な
り
ま
し
た
が
現
在
も
チ
ー
ム
は
継
続
中
。

成
績
も
全
国
大
会
や
近
畿
大
会
に
出
場
し

上
位
進
出
と
結
果
を
残
す
こ
と
も
出
来
て

い
ま
す
。
自
分
自
身
は
、
も
う
プ
レ
ー
を

す
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
20
代
、

30
代
と
自
分
の
子
供
達
と
同
年
代
の
メ
ン

バ
ー
達
と
一
緒
に
、
全
国
大
会
に
出
場
し

上
位
進
出
目
指
し
て
奮
闘
中
。
現
在
も
、

仕
事
を
し
な
が
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
続
け

ら
れ
て
い
る
の
は
家
族
の
応
援
や
、
当
時

の
顧
問
の
先
生
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
達

や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
通
じ
て
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
の
お
か
げ
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。

 

神
澤 

洋
平
（
24
回
生
）

　

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
早
24
年
に
な
り

ま
す
。
高
校
時
代
は
、
部
活
一
筋
で
、
今

に
な
っ
て
一
つ
の
こ
と
に
打
ち
込
め
る
有

難
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
家
業
の
本
職
用
手て

び挽
き
鋸
の
こ
ぎ
り

製
造

に
従
事
し
、
職
人
た
ち
と
日
々
モ
ノ
づ
く

り
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
同
業
他

社
の
仲
間
と
協
力
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、

地
場
産
業
の「
三み

き木
金か
な
も
ん物
」
を
国
内
外
に
発

信
す
る
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
道
の
駅
み
き
に
常
設
展
示
さ
れ

る
金か
な
も
の物
鷲わ
し

の
製
作
に
も
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

卒
業
生
だ
よ
り

テ
ー
マ
　「
今
の
私
」
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毛
利
　
俊
之
（
24
回
生
）

　

こ
ん
に
ち
は
。

　

現
在
は
地
元
の

三
木
市
で
自
動
車

事
業
の
経
営
を
し

て
お
り
ま
す
。

　
「
Ｇ
Ｐ
カ
ー
リ
ー
ス
」
も
し
く
は
「
ア
ル

ビ
ー
オ
ン
」
と
検
索
し
て
頂
け
ま
し
た
ら
私

（
当
社
：
ア
ル
ビ
ー
オ
ン
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
出
て
き
ま
す
。

　

三
木
東
高
校
の
学
生
生
活
が
最
後
で
し
た

の
で
思
い
出
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

学
び
を
共
に
し
た
友
達
や
先
生
と
の
縁
は

私
に
と
っ
て
3
年
間
で
得
る
事
し
か
で
き
な

い
大
切
な
時
間
で
し
た
。

　

今
後
も
三
木
市
に
い
ま
す
の
で
出
会
う
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

武
庫
川
女
子
大
学

　
文
学
部
　
英
語
文
化
学
科

松
田
　
唯
（
43
回
生
）

母
校
で
の
教
育
実
習
を
終
え
て

　

３
週
間
の
教
育

実
習
を
振
り
返
っ

て
、
教
員
と
い
う

仕
事
へ
の
や
り
が

い
、
大
変
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。
武
塚
祭
〜
文
化
の
部
〜
で
、

担
任
の
先
生
が
不
在
の
中
、
何
と
か
成
功
さ

せ
よ
う
と
連
絡
事
項
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確

認
を
何
度
も
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
授
業
は
、
盛
り
上
が
る
！
あ
っ
と
い

う
間
の
授
業
！
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
計
画
を
た

て
ま
し
た
。
自
分
が
面
白
い
と
感
じ
て
い
た

授
業
が
全
く
盛
り
上
が
ら
ず
、
一
人
で
授
業

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
笑
っ
て
い
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
で
盛
り
上
が
っ

た
内
容
が
、
違
う
ク
ラ
ス
で
は
大
滑
り
す
る

と
い
っ
た
状
況
に
も
直
面
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
生
徒
と
良
好
な
人
間
関
係
を
築
く
こ
と

で
、
生
徒
の
主
体
的
な
授
業
参
加
に
繋
げ
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

評
価
授
業
で
は
、
英
語
が
得
意
で
は
な
い

生
徒
が
、
私
の
た
め
に
率
先
し
て
授
業
に
取

り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

私
の
授
業
は
常
に
不
慣
れ
で
、
生
徒
に
助

け
ら
れ
っ
ぱ
な
し
の
授
業
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
す
が
、
一
人
一
人
の
貴
重
な
時
間
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

　

12
月
21
日
（
水
）、
本
校
14
回
生
の
豊
田

自
動
織
機
女
子
陸
上
競
技
部
コ
ー
チ 

田
中 

健
智
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、『
好

き
こ
そ
物
の
上
手
な
れ
〜
好
き
だ
か
ら
こ
そ

続
く
し
、
続
け
て
い
れ
ば
こ
そ
辿
り
着
け
る

場
所
が
き
っ
と
あ
る
〜
』
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。　

　

田
中
さ
ん
自
身
は
、
色
々
遠
回
り
は
し
た

が
、
た
だ
た
だ
ま
っ
直
ぐ
に
突
き
進
み
現
在

の
立
場
ま
で
辿
り
着
い
た
こ
と
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
の
出
会
い
や
巡
り
合
わ
せ
が
大
き

か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、
本
校
陸
上
部
部
員
と
の
質
問

に
答
え
て
い
た
だ
く
時
間
も
あ
り
、
会
場
は

大
い
に
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
生
徒
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
と
す
る
進
路
実
現
に
向
け
て
、

一
生
懸
命
に
夢
に
向
か
っ
て
今
も
挑
戦
し
続
け

て
い
る
田
中
さ
ん
の
講
演
に
し
っ
か
り
と
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
の
様
子
は
、12
月
22
日
（
木
）

神
戸
新
聞
朝
刊
に
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
好
き
こ
そ
物
の
上
手
な
れ
」

令
和
４
年
度
私
た
ち
の
ミ
ラ
イ
講
演
会

豊
田
自
動
織
機
女
子
陸
上
競
技
部
コ
ー
チ

田
中 

健
智 

氏

9 Taketsuka



　

12
月
19
日
（
月
）、
１
・
2
年
次
生
を
対

象
に
、
本
校
卒
業
生
５
名
を
招
い
て
の
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
学
生
や
社
会
人
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
、
高
校
時
代

で
の
生
活
や
、
受
験
や
就
職
試
験
合
格
に
向

け
て
努
力
し
た
こ
と
、
三
木
東
高
生
へ
伝
え

た
い
こ
と
な
ど
を
熱
心
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

この度、会報の郵送代の補助として、広告の掲
載をすることになりました。ご協力していただ
ける方は、下記までご連絡ください。

会報『たけつか』広告募集中

広告サイズ 寸法（およそ） 色 価格（税別）
1/２ページ 184㎜×130㎜ カラー又は白黒 １口40,000円
1/４ページ 184㎜× 60㎜ カラー又は白黒 １口20,000円
1/８ページ 90㎜× 60㎜ カラー又は白黒 １口10,000円

TEL＆FAX：0794 －85 －1000
Ｅ-mail：mkh-pta@view.ocn.ne.jp

「私たちのミライ講演会」は武塚同窓会とPTAの援助
により、卒業生が在校生に行う生の講演会です。
あなたの体験をぜひ聞かせてください。

「私たちのミライ講演会」
講師を募集しています。

TEL＆FAX：0794 －85 －1000
Ｅ-mail：mkh-pta@view.ocn.ne.jp

卒
業
生
講
演
会
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３
年
１
組　
渋
谷　
隆
行

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
新
し
く
同
窓

会
に
正
会
員
と
し
て
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
く

渋
谷
隆
行
で
す
！
卒
業
す
る
と
高
校
と
は
関

わ
り
が
薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
三
木
東
高

校
の
更
な
る
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
！

３
年
１
組　
久
保
田
佳
歩

　

三
木
中
学
校
出
身
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
同

窓
会
委
員
と
し
て
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３
年
２
組　
上
岡　
大
輝

　

誕
生
日
は
、
８
月
30
日
で
す
。
好
き
な
食

べ
物
は
、
カ
レ
ー
で
す
。
血
液
型
は
、
B
で

す
。
特
技
は
、人
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３
年
２
組　
大
西　
結
子

　

誕
生
日
は
10
月
９
日
で
、
血
液
型
は
O
型

で
す
。

　

好
き
な
食
べ
物
は
枝
豆
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

で
す
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
な
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

3
年
３
組　
溝
端　
し
の

　

高
校
で
は
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

で
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
。
評
議
員
と
し
て

の
責
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
頑

張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

３
年
３
組　
石
田　
優
樹

　

食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
石
田
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
進
路
は
調
理
の
専
門
学
校
で
資
格

を
い
っ
ぱ
い
取
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

３
年
４
組　
服
部　
慎
史

　

同
窓
会
の
一
員
に
な
り
全
力
で
三
木
東
高

校
の
た
め
に
活
動
し
ま
す
。

3
年
４
組　
粂
田　
陽
向

　

高
校
卒
業
後
は
将
来
保
育
士
に
な
り
た
い

の
で
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

3
年
５
組　
大
吉　
真
生

　

こ
ん
に
ち
は
、
私
は
47
回
生
と
し
て
、
こ

の
三
木
東
高
校
を
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
評
議
員
を
通
し
て
、
た
く

さ
ん
の
人
々
と
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
で

す
。
み
ん
な
が
大
好
き
で
す
。

3
年
５
組　
谷
郷　
加
奈

　

こ
の
度
同
窓
会
評
議
員
と
な
り
ま
し
た
谷

郷
と
申
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
方
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

３
年
１
組　
森
田　
逸
斗

　

稲
美
北
中
学
校
出
身
で
す
。
高
校
で
は
野

球
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
将
来
の
夢
は

警
察
官
に
な
り
、
白
バ
イ
隊
員
に
な
る
事
で

す
。
48
回
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
又
、
皆
さ
ん
と
会
え
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

３
年
１
組　
大
仲　
麻
愛
彩

　

小
野
中
学
校
出
身
で
す
。
高
校
で
は
、
演

劇
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
将
来
の
夢

は
、
臨
床
検
査
技
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３
年
２
組　
前
川　
加
歩

　

稲
美
中
学
校
出
身
で
す
。
高
校
で
は
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
将
来

の
夢
は
看
護
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
大
学
で
は
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

３
年
２
組　
戸
倉　
誠
治

　

小
野
中
学
校
出
身
で
す
。
高
校
で
は
サ
ッ

カ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
4
月
か
ら

川
崎
重
工
業
株
式
会
社
明
石
工
場
に
勤
め
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
社
会
人
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

3
年
３
組　
宮
𦚰　
玲
央

　

48
回
生
評
議
員
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
神
戸
市
立
山
田
中
学
校
の
出
身
で

す
。
三
木
東
高
校
で
は
サ
ッ
カ
ー
に
励
み
、

あ
き
ら
め
な
い
心
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
心

を
今
度
の
同
窓
会
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

３
年
３
組　
平
石　
あ
か
ね

　

小
野
中
学
校
出
身
で
す
。
高
校
で
は
、
検

定
取
得
に
励
み
ま
し
た
。
大
学
で
は
心
理
学

を
学
ぶ
の
で
、
そ
れ
を
活
か
し
て
人
と
関
わ

る
職
業
に
就
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

３
年
４
組　
山
田　
和
果

　

滝
野
中
学
校
出
身
で
す
。
高
校
3
年
間
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

つ
と
め
ま
し
た
。
将
来
の
夢
は
、
こ
れ
か
ら

み
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

3
年
４
組　
山
口　
誠
太

　

小
野
中
学
校
出
身
で
す
。
高
校
で
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
で
副
キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
て
い
ま

し
た
。
将
来
の
目
標
は
、
自
衛
官
と
し
て
人

の
た
め
に
な
る
事
を
し
た
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

3
年
５
組　
野
田　
弘
晃

　

三
木
東
中
学
校
出
身
で
中
高
共
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

将
来
の
夢
は
消
防
士
を
目
指
し
て
い
て
卒
業

後
は
、
専
門
学
校
で
み
っ
ち
り
勉
強
し
て
が

ん
ば
っ
て
小
さ
い
頃
の
夢
を
叶
え
た
い
で
す
。

3
年
５
組　
後
藤　
彩
花

　

小
野
中
学
校
出
身
で
す
。
私
は
予
定
な
ど

を
計
画
す
る
の
が
得
意
な
の
で
色
々
計
画
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

47
回
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48
回
生  

評
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紹
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令
和
４
年
３
月
卒
業

令
和
５
年
３
月
卒
業

11 Taketsuka
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　会報「Taketsuka」は、さまざまな活動を掲載します。今後もいろいろな情
報を掲載し、会員相互の情報交換の場にしていただきたいと念願しています。
　そこで、会員の皆様から次のような原稿を募集いたします。
⃝同期会、クラス会、OB会の報告
⃝�旅行記、修学旅行、入学式、高校時代の思い出
⃝�卒業生のご活躍の方々、お店の紹介
⃝同期会等の開催告知　etc...
　方法は、武塚同窓会事務局まで、郵送又はメールでお寄せ下さい。その際
に、卒業年次（回）、クラス、住所、氏名、TELをお忘れないようお願いいたしま
す。また、写真等もお送りいただけますと幸いです。尚、紙面の都合上、掲載
できない場合もございますので、ご了承下さい。

原　稿　募　集

令和３年度決算報告書　令和３年４月１日～令和４年３月31日 令和４年度予算書(案）　令和４年4月1日～令和５年3月31日

1. 特別会計
（収入の部） 単位：円

科　目 本年度予算額 本年度決算額 備              考
繰 越 金 17,856,895 17,856,895
繰 入 金 300,000 0
雑 収 入 105 295 定期預金利息
合 　 計 18,157,000 17,857,190

（支出の部） 単位：円
科　目 本年度予算額 本年度決算額 備              考

事 業 費 0 0
積 立 金 18,157,000 17,857,190 定期預金
合 　 計 18,157,000 17,857,190

２. 一般会計
（収入の部） 単位：円

科　目 本年度予算額 本年度決算額 備              考
繰 越 金 534,631 534,631
繰 入 金 2,721,600 2,721,600 46回生(令和3年３月卒業)会費189人×14,400
雑 収 入 69 313 普通預金利息（￥６・￥11）・46（￥１６9）・47（￥１２７）回生年次会計残金
合 　 計 3,256,300 3,256,544

（支出の部） 単位：円
科　目 本年度予算額 本年度決算額 備              考

会　議　費 10,000 1,406 7 月 3 日理事会経費

事　業　費 400,000 455,041 安田泰三（16回）吹きガラス展訪問・入会記念品(クオカード）武塚賞プレート
（3枚）・額（武塚賞＋各表彰）・武塚賞清書お礼（5枚）武塚賞表彰状印刷

会報発行費 1,600,000 1,546,115 会報「たけつか」発行経費10,600部印刷、発送

激　励　金 100,000 90,000 ウエイトリフティング（近畿大会・全日本ジュニア・全国選抜）・美術（近畿・全国総文）・
サッカー部敢闘賞・吹奏楽部定期演奏会・山本俊樹選手（東京オリンピック出場）

事　務　費 200,000 186,523 郵券・用紙代・事務員手当
旅　　　 費 30,000 25,000 理事会・行事等出席者旅費

慶　弔　費 50,000 40,000 お餞別１件（西村教頭）・お祝い１件（塩山先生琴影書道会展）・
お供え（旧職員吉村伊勢春）・ご香料（松原教頭ご尊父）

環境整備資金 100,000 50,000 グランド整備用にがり（生徒活動後援会・ＰＴＡとの３者で）
雑　　　 費 200,000 198,000 ビキタ使用料（同窓会ホームページ）
予　備　費 266,300 0
支 出 合 計 2,956,300 2,592,085
特別会計繰入金 300,000 0
繰　越　金 0 664,459 次年度一般会計へ
合 計 3,256,300 3,256,544

1. 特別会計
（収入の部） 単位：円

科　目 前年度决算額 本年度予算額 備              考
繰 越 金 17,856,895 17,857,190
繰 入 金 0 0 一般会計より
雑 収 入 295 210
合 計 17,857,190 17,857,400

（支出の部） 単位：円
科　目 前年度决算額 本年度予算額 備              考

事 業 費 0 0
積 立 金 17,857,190 17,857,400 周年事業積立金
合 計 17,857,190 17,857,400

２. 一般会計
（収入の部） 単位：円

科　目 前年度决算額 本年度予算額 備              考
繰 越 金 534,631 664,459
繰 入 金 2,721,600 2,822,400 47回生（令和４年３月卒業）196人×14,400
雑 収 入 313 141 預金利息
合　　 計 3,256,544 3,487,000

（支出の部） 単位：円
科　目 前年度决算額 本年度予算額 備              考

会 議 費 1,406 10,000 理事会・評議員会経費
事 業 費 455,041 450,000 入会記念品・武塚賞経費等
会報発行費 1,546,115 1,600,000 会報『たけつか』発行経費
激 励 費 90,000 100,000 近畿・全国大会出場壮途
事 務 費 186,523 200,000 消耗品・郵券代等・事務手当て
旅   費 25,000 30,000 理事会等出席者旅費
慶 弔 費 40,000 50,000 餞別　香料　お見舞い等
環境整備資金 50,000 100,000
雑　　 費 198,000 200,000 ビキタ使用料 ( 小野高速印刷）等
予 備 費 0 747,000
支 出 合 計 2,592,085 3,487,000
特別会計繰入金 0 0
繰 越 金 664,459 0
合　　 計 3,256,544 3,487,000

三木東高校を応援してください！！
の制度を活用した

ふるさと納税の制度を活用し、学校に寄付をすることができます。この制度で寄付していただくと、限度額までは
所得税、住民税から控除を受けることによって、実質負担を2,000円に抑えることができます。
◇ お問い合わせ先 ◇　兵庫県立三木東高等学校　事務室
事業の詳細は学校のHPをご覧いただくか、学校事務室までお問い合わせください。（学校HPからのフォーム入力可能です。）

「学校環境充実応援プロジェクト」実施
ふるさと納税

令和3年度
ご退職・
ご転出の
先生方

氏　名 勤務先名
岡田　勝広 先生 ご退職
北野　朋子 先生 兵庫県立加古川南高等学校
中野　由美 事務長 兵庫県立播磨南高等学校
堀内　宏樹 先生 兵庫県立姫路工業高等学校
北野　総子 先生 兵庫県立明石南高等学校
角田　晃一 先生 兵庫県立美術館

氏　名 勤務先名
小坂　　緑 先生 兵庫県立芦屋高等学校
亀田　祐樹 先生 兵庫県立兵庫高等学校
大西　信輔 先生 兵庫県立三田祥雲館高等学校
角野　直子 先生 兵庫県立農業高等学校
髙嶋　利行 先生 神戸学院大附属高等学校・中学校
山本　　朔 先生 兵庫県立東播磨高等学校

　「武塚賞」とは、文化・スポーツを問
わず、県代表として全国レベルで活躍
し、母校の名声を高めた個人もしくは
団体に、同窓会から贈られるものです。

武	 塚	 賞

【ウエイトリフティング部】
３組 溝端　しの　４組 服部　慎史　３組 占部　柚妃　

【美術部】４組 田中　喜花

47
回
生

【ウエイトリフティング部】
１組 金田　愛　　２組 稲岡　愛莉　２組 杉能　舞夏
５組 井上　紗花

48
回
生

12Miki  Higashi  High  School  news 


